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4月 8日　小学校入学式

4月７日　中学校入学式



なかとんべつ町議会だより１８４号 ２

平成26年
第１回
定例会

平成26年
第１回
定例会

　平成26年第１回定例会が、３月４日から12日まで９日間の会期で開かれまし
た。
　３月４日の招集日には、平成25年度一般会計補正予算をはじめとする７会計
の補正予算、固定資産評価審査委員会委員の選任同意案、保健福祉審議会設置
条例の制定など８条例案（一部改正含む）、町道路線の廃止、認定、北海道市
町村職員退職手当組合規約の一部変更など19議案を原案どおり可決し散会しま
した。
　開かれた議会を実現するため、３月９日に開催された恒例のサンデー議会で
は、任期最終年度となる野邑智雄町長の町政執行方針、石井英正教育委員長の
教育行政執行方針の表明に続き、７名の議員が一般質問を行いました。
　一般質問の様子は、役場ロビーと町民センターに配信され、６名（うち役場
４名、町民センター２名）の町民がテレビの前の論戦に耳を傾けました。
　３月10日は、町長から提案された平成26年度一般会計予算案ほか７会計予算
案を全議員で構成する「予算審査特別委員会」（山本得惠委員長）に審査を付
託。10日、11日と２日間の委員会審査を経て11日再開された本会議で、原案ど
おり可決されました。
　また、住民の安全・安心を支える「国の出先機関」の拡充を求め、「公務の
民営化・独立行政法人化・業務委託化」に反対する意見書、ＴＰＰ交渉等国際
貿易交渉に係る意見書、中頓別町農業協同組合から提出があったＴＰＰ交渉等
国際貿易交渉に係る請願を全会一致で採択し、すべての議案の審議を終えたた
め、会期を1日残して11日に閉会しました。



なかとんべつ町議会だより１８４号３

○ 

議
案
第
20
号　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
21
号　

平
成
25
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計 

　
　
　
　
　
　
　

 

補
正
予
算

○ 

議
案
第
22
号　

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　
　
　
　
　
　
　

 

計
補
正
予
算

○ 
議
案
第
23
号　

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会

　
　
　
　
　
　
　

 

計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
24
号　

平
成
25
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　
　
　
　
　
　
　

 
算

○ 

議
案
第
25
号　

平
成
25
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　
　
　
　
　
　
　

 
予
算

○ 

議
案
第
26
号　

平
成
25
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

　
　
　
　
　
　
　

 

正
予
算

○ 

同
意
第
１
号　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
　
　

 

同
意

○ 

議
案
第
９
号　

保
健
福
祉
審
議
会
設
置
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
10
号　

社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
（
全
部
改
正
）

○ 

議
案
第
11
号　

公
平
委
員
会
設
置
条
例
（
廃
止
）

○ 

議
案
第
12
号　

職
員
給
与
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
13
号　

町
税
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
14
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
15
号　

新
規
就
農
者
誘
致
特
別
措
置
条
例
（
一
部

　
　
　
　
　
　
　

 

改
正
）

○ 

議
案
第
16
号　

水
道
事
業
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
17
号　

町
道
路
線
の
廃
止

○ 

議
案
第
18
号　

町
道
路
線
の
認
定

○ 

議
案
第
19
号　

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

　
　
　
　
　
　
　

 

の
一
部
変
更
の
協
議

○ 

議
案
第
27
号　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

○ 

議
案
第
28
号　

平
成
26
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

 

予
算

○ 

議
案
第
29
号　

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　
　
　
　
　
　
　

 

計
予
算

○ 

議
案
第
30
号　

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会

　
　
　
　
　
　
　

 

計
予
算

○ 

議
案
第
31
号　

平
成
26
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
32
号　

平
成
26
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
33
号　

平
成
26
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予

　
　
　
　
　
　
　

 

算

○ 

議
案
第
34
号　

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

　
　
　
　
　
　
　

 

会
計
予
算

○ 

発
議
第
１
号　

住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
「
国
の
出

　
　
　
　
　
　
　

 

先
機
関
」
の
拡
充
を
求
め
、
「
公
務
の
民

　
　
　
　
　
　
　

 

営
化
・
独
立
行
政
法
人
化
・
業
務
委
託
化

　
　
　
　
　
　
　
　

 

」
に
反
対
す
る
意
見
書

○ 

発
議
第
２
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易
交
渉
に
係
る
意

　
　
　
　
　
　
　

 

見
書

○ 

請
願
第
１
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易
交
渉
に
係
る
請

　
　
　
　
　
　
　

 

願

第１回定例会で
　　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

第１回定例会で
　　　　決まりました

※
 

○ 

は
原
案
可
決

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。議会
では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委員会を実際に
傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、６月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

質
　
問

●
町
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
町
政
執
行
方
針
が
示
さ
れ
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
予
算
の
概
要
が
発
表

さ
れ
た
。

　

本
年
度
、
第
７
期
中
頓
別
町
総
合
計
画
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
後
の

残
滓
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
建
設
時
期
・
建
設
場
所
・
管
理

運
営
・
処
理
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
伺
う
。

答
　
弁
　
○
平
中
産
業
建
設
課
参
事

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
処
分
施
設
の
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
処
理
方
法
や
施
設
整
備

の
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
検

討
委
員
会
で
は
発
酵
菌
を
活
用
し
た
減
容
化

処
理
の
方
法
が
望
ま
し
い
と
協
議
、
施
設
に

つ
い
て
は
町
有
地
内
で
の
整
備
を
基
本
と
し
、

残
滓
個
体
回
収
も
含
め
た
管
理
運
営
方
法
の

検
討
と
併
せ
て
建
設
場
所
の
検
討
を
早
期
に

進
め
る
。

　

施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
農
林
水
産
省

が
所
管
す
る
「
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事

業
」
を
活
用
す
る
予
定
で
あ
り
、
当
該
事
業

の
交
付
決
定
割
当
内
示
が
概
ね
６
月
中
旬
か

ら
下
旬
頃
に
示
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
そ

の
後
施
設
設
計
を
実
施
し
、
早
期
に
完
成
さ

せ
た
い
。

質
　
問

●
学
校
給
食
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　

一
昨
年
12
月
、
東
京
都
内
の
市
立
小
学
校

で
、
女
子
児
童
が
、
給
食
が
原
因
と
さ
れ
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
亡
く
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
、
認
定
こ
ど
も
園
及
び
小
・
中
学
校

の
子
ど
も
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
数
と
そ

の
傾
向
、
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

子
ど
も
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
弁
　
○
青
木
教
育
次
長

　

現
在
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
と
診
断
さ

れ
て
い
る
幼
児
・
児
童
生
徒
は
、
小
学
校
７

名
、
中
学
校
５
名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
除

去
も
し
く
は
代
替
食
対
応
が
必
要
な
児
童
生

徒
は
非
常
に
限
定
さ
れ
た
食
材
で
あ
る
が
３

名
、
果
物
等
に
お
い
て
体
調
等
に
よ
り
制
限

す
る
と
い
う
状
況
の
児
童
生
徒
は
２
名
で
あ

る
。
こ
ど
も
館
に
お
い
て
は
該
当
者
が
い
な

い
こ
と
か
ら
、
増
え
る
傾
向
は
相
当
緩
や
か

と
考
え
て
い
る
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
幼
児
・
児
童
生

徒
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
担
任
教
諭
、

栄
養
士
等
を
中
心
に
保
護
者
、
本
人
に
対
し

注
意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
栄
養
、
食
事
相

談
等
の
要
望
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

質
　
問

●
農
産
物
の
地
産
地
消
に
つ
い
て

　

給
食
等
で
の
農
産
物
の
地
産
地
消
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
度
は
ど
の
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
行
わ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
農
産
物
を
提

供
し
て
い
た
だ
く
生
産
者
は
確
保
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

答
　
弁
　
○
平
中
産
業
建
設
課
主
幹

　

主
体
的
に
農
産
物
の
生
産
を
担
っ
て
い
る

の
は
天
北
厚
生
園
の
多
機
能
型
事
業
所
DO
で

あ
り
、
平
成
26
年
度
で
は
「
中
頓
別
町
地
域

内
農
産
物
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
町
内
完

熟
堆
肥
の
施
用
と
減
農
薬
の
栽
培
技
術
に
よ

る
馬
鈴
薯
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
の
作
付

面
積
を
大
幅
に
増
や
し
、
生
産
量
を
昨
年
の

６
倍
〜
16
倍
程
度
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
例
年
２
日
間
実
施
し
て
い
る

「
中
頓
別
野
菜
の
日
」
以
外
で
も
、
保
管
状

況
に
問
題
が
な
け
れ
ば
10
月
か
ら
12
月
頃
ま

で
各
給
食
施
設
で
の
利
用
が
可
能
と
思
わ
れ

る
。

細 

谷 

久 

雄 

議
員

柳 

澤 

雅 

宏 

議
員

第１回定例会は、町長が町政執行方針、教育委員長が教育行政執行方針を表明。
７議員が一般質問を行いました。
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質　

問

●
成
人
式
、
日
程
を
変
更
し
、
多
く
の
新
成

　

人
に
祝
福
を

　

式
の
日
程
に
つ
い
て
、
新
年
交
礼
会
の
会

費
を
上
げ
て
、
近
年
の
成
人
式
を
経
験
し
て

い
る
町
の
若
い
世
代
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

よ
り
多
く
の
町
民
が
新
成
人
を
囲
み
歓
談
の

場
と
す
る
こ
と
が
本
町
の
新
た
な
取
り
組
み

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

成
人
の
祝
い
に
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

る
の
は
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
が
、
学
業

や
仕
事
で
活
か
せ
る
電
子
端
末
や
長
く
使
え

る
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
万
年
筆
、
手
帳
や
ペ
ン
ケ

ー
ス
な
ど
を
贈
る
こ
と
も
考
え
て
は
い
か
が

か
。

　

成
人
式
に
出
席
す
る
際
、
帰
省
の
旅
費
を

補
助
す
る
な
ど
、
出
席
者
が
減
少
し
て
い
る

現
状
に
合
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答　

弁　

○
青
木
教
育
次
長

　

日
程
に
つ
い
て
、
管
内
の
半
数
近
く
の
自

治
体
は
１
月
３
日
ま
た
は
５
日
に
行
わ
れ
て

い
る
。
４
日
の
新
年
交
礼
会
と
同
時
に
行
う

こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
交
礼
会
の
主

催
側
と
検
討
す
る
。
よ
り
多
く
の
方
々
に
祝

福
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
の
若
い
世
代

と
も
協
議
し
た
い
。

　

本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
読
書
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
三
年
前
か
ら
実
施
し

て
い
る
。
文
具
な
ど
を
贈
る
こ
と
も
考
え
、

旅
費
の
補
助
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

質　

問

●
公
営
住
宅
の
管
理
と
入
居
選
考
の
公
平
性

　

に
つ
い
て

①　

あ
か
ね
地
区
と
の
懇
談
で
、
空
い
て
い

　

る
町
営
住
宅
の
除
排
雪
を
約
束
さ
れ
た
よ

　

う
だ
が
、
積
雪
に
よ
る
家
屋
損
傷
等
の
危

　

険
は
解
消
さ
れ
た
の
か
。

②　

選
考
に
つ
い
て
、
住
宅
困
窮
度
の
判
定

　

基
準
が
不
透
明
で
あ
る
。
点
数
評
価
で
同

　

点
の
場
合
は
公
開
く
じ
引
き
と
し
、
結
果

　

も
個
人
情
報
が
特
定
さ
れ
な
い
範
囲
で
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
て
公
表
す
べ
き

　

で
は
な
い
か
。

　
　

選
考
委
員
に
つ
い
て
、
特
定
の
職
場
に

　

関
係
す
る
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。
不
公
平

　

で
は
な
い
か
。

　
　

現
状
、
高
齢
者
住
宅
が
複
数
空
い
て
い

　

る
。
過
去
に
も
若
者
が
特
例
で
入
居
し
て

　

い
た
。
現
在
も
、
緊
急
的
な
対
応
と
し
て

　

は
問
題
無
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

特
定
の
職
員
住
宅
に
、
職
員
以
外
の
方

　

が
入
居
し
て
い
る
。
町
の
職
員
住
宅
に
も

　

空
き
家
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
他
に
住
宅
を

　

見
つ
け
る
ま
で
の
繋
ぎ
に
活
用
し
て
い
た

　

だ
い
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
町
内
に

　

勤
務
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
町
の
重

　

要
な
団
体
や
組
織
に
属
し
て
い
る
と
い
う

　

こ
と
も
、
入
居
選
考
の
中
で
加
味
さ
れ
る

　

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

○
中
原
産
業
建
設
課
長

①　

状
況
を
見
な
が
ら
、
空
き
家
の
屋
根
の

　

雪
下
ろ
し
等
を
行
い
、
積
雪
に
よ
る
住
宅

　

の
損
傷
等
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
る
。
あ

　

か
ね
団
地
の
損
傷
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら

　

把
握
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
す

　

る
。

②　

条
例
に
基
づ
き
選
考
し
て
い
る
。
点
数

　

制
度
は
設
け
て
い
な
い
が
、
現
状
の
選
考

　

基
準
に
問
題
は
無
い
と
考
え
る
。
委
員
に

　

つ
い
て
、
特
定
の
職
場
の
関
係
者
が
委
員

　

会
の
中
に
い
る
の
は
事
実
だ
が
、
特
定
の

　

職
場
の
職
員
を
優
先
し
て
い
る
と
い
う
こ

　

と
は
な
い
。

　
　

高
齢
者
向
け
の
空
き
状
況
に
つ
い
て
、

　

例
年
冬
期
間
は
応
募
が
少
な
い
。
高
齢
者

　

の
需
要
が
明
ら
か
に
無
い
場
合
に
は
可
能

　

だ
が
、
高
齢
化
率
の
上
昇
を
考
え
る
と
、

　

一
時
的
で
も
他
の
世
代
が
入
居
す
る
の
は

　

難
し
い
。
職
員
住
宅
の
一
時
的
な
入
居
は

　

可
能
で
あ
る
。

　
　

あ
く
ま
で
住
宅
に
困
窮
す
る
度
合
い
が

　

基
準
で
あ
り
、
職
場
以
外
で
町
の
団
体
に

　

所
属
し
て
い
る
こ
と
は
加
味
し
て
い
な
い
。

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員

　

平
成
27
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
多
機
能
型

事
業
所
DO
が
担
い
手
と
な
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
技
術
を
活
用
し
て
試
験
的
に
農
産
物

を
栽
培
す
る
方
も
町
内
に
数
戸
存
在
し
て
い

る
の
で
、
今
後
協
力
を
お
願
い
し
、
地
産
地

消
の
取
り
組
み
を
継
続
し
た
い
。

質　

問

●
６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て

　

６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
第
７

期
中
頓
別
町
総
合
計
画
の
前
期
実
施
計
画
で
、

平
成
26
年
度
か
ら
検
討
会
と
あ
る
が
、
前
期

５
年
以
内
に
そ
れ
以
上
の
計
画
が
な
い
。

　

具
体
的
に
事
業
実
施
に
入
る
の
は
い
つ
頃

を
想
定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

○
平
中
産
業
建
設
課
主
幹

　

「
牛
乳
等
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６
次
産

業
化
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度

に
お
い
て
検
討
会
を
設
置
し
て
い
る
が
、
牛

乳
を
使
用
す
る
た
め
の
許
可
等
の
難
し
さ
な

ど
に
よ
り
検
討
が
進
ん
で
い
な
い
。

　

地
域
内
で
最
も
多
く
生
産
さ
れ
て
い
る
牛

乳
を
地
域
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
を
進
め
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、

町
内
で
の
乳
製
品
の
消
費
動
向
や
乳
製
品
開

発
に
伴
う
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
及
び
必
要

な
生
乳
処
理
量
と
加
工
施
設
の
規
模
な
ど
、

時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

現
時
点
で
は
事
業
内
容
や
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
具
体
的
な
内
容
を
提
示
で
き
る
状
況

に
な
い
。
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利
用
で
き
る
が
、
天
そ
げ
箸
は
丸
太
の
状
態

か
ら
し
か
生
産
で
き
な
い
。
そ
の
コ
ス
ト
差

が
一
因
で
あ
り
、
卸
値
の
回
復
が
必
要
で
あ

る
。
大
手
企
業
や
国
が
国
産
材
を
活
用
す
る

意
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
、
い
ず
れ
再
開

さ
れ
る
と
考
え
る
。

　

土
産
用
な
ど
の
生
産
数
や
価
格
、
付
加
価

値
の
指
導
と
い
う
の
は
難
し
い
が
、
提
案
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

質
　
問

●
次
期
介
護
保
険
料
は
き
め
細
や
か
な
設
定

　
を

　

平
成
27
年
度
は
介
護
保
険
制
度
６
期
目
で
、

３
年
ご
と
の
保
険
料
見
直
し
の
年
で
あ
り
、

平
成
26
年
度
は
検
討
期
間
に
な
る
。
十
分
な

検
討
を
行
い
、
保
険
料
設
定
の
根
拠
を
示
す

べ
き
と
考
え
る
。

①　

当
町
の
保
険
料
は
６
段
階
で
あ
る
が
、

　

道
内
で
は
７
〜
12
段
階
ま
で
が
多
い
。
高

　

齢
者
の
生
活
に
配
慮
し
、
多
段
階
設
定
に

　

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②　

２
〜
５
期
ま
で
の
千
円
単
位
の
保
険
料

　

を
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
50
円
、
10
円
単

　

位
に
で
き
な
い
か
。

③　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、
本
来
、
期

　

毎
に
精
算
す
べ
き
と
考
え
る
。
制
度
開
始

　

以
来
の
積
立
金
は
ど
う
活
用
さ
れ
る
の
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
保
健
福
祉
課
長

①　

第
６
期
計
画
の
段
階
設
定
に
つ
い
て
、

　

国
は
、
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま

　

え
て
、
現
行
の
６
段
階
よ
り
細
か
く
設
定

　

し
直
す
と
想
定
し
て
い
る
。
３
年
間
で
見

　

込
む
保
険
料
賦
課
総
額
を
適
切
に
推
計
し

　

た
上
で
、
新
た
な
段
階
設
定
に
つ
い
て
検

　

討
す
る
。

　
　

市
町
村
の
判
断
に
任
さ
れ
る
特
例
３
・

　

４
段
階
に
つ
い
て
も
同
様
に
検
討
す
る
。

②　

保
険
料
の
端
数
処
理
に
つ
い
て
も
、
新

　

た
な
保
険
料
、
段
階
設
定
と
合
わ
せ
て
検

　

討
す
る
。

③　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、
今
期
で
大

　

幅
な
取
り
崩
し
が
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し

　

で
あ
る
。
施
設
入
所
者
数
が
平
成
25
年
度

　

見
込
数
37
人
に
対
し
、
41
〜
42
人
と
増
加

　

し
て
い
る
。
介
護
保
険
会
計
の
中
長
期
的

　

な
見
通
し
と
合
わ
せ
て
基
金
の
活
用
も
検

　

討
す
る
。

質
　
問

●
中
学
校
の
耐
震
化
・
老
朽
化
対
策
の
進
捗

　
状
況
は

　

昨
年
６
月
定
例
会
の
答
弁
で
は
、
検
討
委

員
会
で
論
議
し
、
早
い
時
期
に
方
向
性
を
見

出
し
た
い
。
他
の
文
教
施
設
と
の
関
連
を
考

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聴
き
、
計
画
的
・

効
率
的
に
整
備
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

検
討
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。
提

言
書
は
い
つ
提
出
さ
れ
て
ど
の
よ
う
な
方
向

性
で
あ
っ
た
の
か
、
改
築
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
耐
震
不
足
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
大
き

過
ぎ
る
校
舎
を
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
に
は

で
き
な
い
。

答
　
弁
　
○
青
木
教
育
次
長

　

提
言
書
は
検
討
委
員
会
か
ら
10
月
18
日
に

提
出
さ
れ
、
現
在
地
で
の
改
築
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
。
学
校
の
役
割
と
し
て
学
習
・
生

活
の
場
や
安
全
・
安
心
な
施
設
環
境
整
備
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
防
災
の
拠
点
な
ど
を

確
保
で
き
る
学
校
像
や
建
設
場
所
、
児
童
生

徒
数
の
適
正
規
模
、
将
来
的
に
小
学
校
や
給

食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
の
集
約
化
を
想
定

し
た
整
備
計
画
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
教
育
委
員
会
で
検
討
し
、
ま
と
め
を

調
整
中
で
あ
る
。

　

改
築
は
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る
。
本
年

度
中
に
方
向
性
を
決
定
し
、
理
事
者
と
も
協

議
し
、
議
会
に
諮
る
。
中
学
校
は
耐
震
不
足

に
加
え
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
改
築
に
向
け

た
整
備
計
画
を
急
務
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

提
言
書
を
も
と
に
学
校
関
係
者
を
は
じ
め
、

幅
広
い
人
た
ち
と
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
み

た
い
。

質
　
問

●
天
そ
げ
箸
の
製
造
再
開
は
可
能
か

　

所
管
課
の
調
査
に
よ
り
、
平
成
19
年
３
月

の
仮
運
転
か
ら
同
10
月
末
で
天
そ
げ
箸
が
製

造
中
止
に
な
っ
て
い
た
と
の
証
言
が
得
ら
れ
、

稼
働
期
間
は
わ
ず
か
半
年
と
言
え
る
。

　

当
時
の
契
約
書
に
よ
る
と
、
最
低
10
年
間

操
業
し
、
中
止
し
た
場
合
、
未
操
業
年
数
一

年
に
つ
き
１
１
０
万
円
を
返
還
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。
万
が
一
再
開
さ
れ
な
い

こ
と
も
考
え
、
ま
ず
は
天
そ
げ
箸
の
未
操
業

分
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、
操
業
年
数
が
10

年
を
超
え
た
時
点
で
、
お
返
し
す
る
と
い
う

の
は
い
か
が
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
天
そ

げ
箸
の
機
器
に
対
し
、
町
か
ら
支
出
さ
れ
た

助
成
金
の
意
味
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。

　

価
格
を
理
由
に
し
て
い
る
限
り
、
お
そ
ら

く
今
後
も
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

初
め
か
ら
、
海
外
産
と
同
じ
土
俵
で
競
う
こ

と
に
無
理
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

天
そ
げ
箸
の
販
路
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

っ
た
の
だ
か
ら
、
教
訓
を
活
か
し
て
再
開
す

る
よ
う
、
町
に
も
指
導
す
る
責
任
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

あ
く
ま
で
、
製
箸
工
場
の
起
業
化
を
支
援

し
た
も
の
で
、
利
休
箸
と
天
そ
げ
箸
を
分
け

て
考
え
て
は
い
な
い
。
利
休
箸
の
生
産
は
継

続
さ
れ
て
い
る
の
で
、
助
成
対
象
と
な
る
条

件
を
現
在
も
満
た
し
て
い
る
。
天
そ
げ
箸
の

生
産
停
止
が
助
成
金
返
還
の
理
由
に
は
な
ら

な
い
。

　

利
休
箸
は
木
材
を
成
型
す
る
際
の
端
材
を

本
多 

夕
紀
江 

議
員
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水
質
調
査
は
、
今
年
も
定
期
的
に
実
施
す

る
が
、
小
頓
別
地
区
に
お
け
る
水
質
調
査
結

果
か
ら
し
て
魚
類
等
が
生
息
で
き
な
い
環
境

で
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
年

度
は
、
生
息
状
況
調
査
を
行
っ
て
み
た
い
。

質
　
問

●
町
有
施
設
の
将
来
像
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
町
政
執
行
方
針
に
ピ
ン
ネ
シ

リ
温
泉
、
自
動
車
学
校
の
方
向
性
が
含
ま
れ

て
い
な
い
。
両
施
設
と
も
老
朽
化
し
、
運
営

に
つ
い
て
も
将
来
の
姿
が
見
え
な
い
。

　

温
泉
の
平
成
25
年
度
指
定
管
理
料
は
４
０

６
万
円
追
加
さ
れ
、
年
間
１
千
２
７
６
万
円

に
膨
ら
ん
だ
。
利
用
料
収
入
で
ど
れ
だ
け
賄

え
て
い
る
の
か
。
看
板
の
照
明
は
消
え
、
館

内
の
電
球
も
切
れ
て
い
る
。
浴
室
も
修
繕
が

行
き
届
い
て
い
な
い
。

　

自
動
車
学
校
は
、
３
千
７
０
０
万
円
程
度

の
予
算
規
模
で
１
千
３
１
０
万
円
を
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
る
。
独
立
採
算
を
基

本
と
し
て
い
る
が
、
黒
字
化
は
可
能
な
の
か
。

　

両
施
設
を
は
じ
め
と
し
た
町
有
施
設
の
改

修
は
先
延
ば
し
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

「
見
え
な
い
負
債
」
と
い
え
る
。
町
の
貯
金

が
増
え
た
の
は
、
正
職
員
を
減
ら
し
、
臨
時

職
員
を
増
や
し
て
人
件
費
を
減
ら
し
た
こ
と

が
大
き
い
。
定
年
前
で
辞
め
る
正
職
員
も
出

て
、
後
継
人
材
も
育
っ
て
お
ら
ず
組
織
力
は

弱
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

老
朽
化
施
設
の
将
来
の
方
針
を
示
さ
な
け

れ
ば
、
財
政
再
建
が
果
た
さ
れ
た
と
は
言
え

な
い
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
両
施
設
に
対
す
る
将
来
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
な
い
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

温
泉
は
、
町
民
の
健
康
維
持
、
憩
い
の
場
、

観
光
の
拠
点
、
雇
用
の
場
で
も
あ
り
、
経
済

へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い
施
設
で
あ
る
が
、

建
築
か
ら
26
年
を
経
過
し
、
今
後
も
長
く
使

う
た
め
に
修
繕
が
必
要
で
あ
る
。
一
番
望
ま

し
い
の
は
建
て
替
え
だ
が
、
私
の
任
期
中
に

実
施
す
る
と
安
易
に
明
言
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
。

　

平
成
19
年
か
ら
約
９
０
０
万
円
の
指
定
管

理
料
で
運
営
し
て
き
た
。
こ
こ
数
年
、
経
営

は
悪
化
し
て
い
る
が
、
前
支
配
人
の
運
営
方

法
に
も
問
題
は
あ
っ
た
。
新
し
い
支
配
人
の

経
営
努
力
に
期
待
し
て
改
善
を
図
り
た
い
。

　

自
動
車
学
校
は
、
平
成
25
年
度
の
赤
字
は

教
習
生
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
昨
年
度
並
ま

で
圧
縮
で
き
る
と
思
う
。
こ
こ
数
年
の
状
況

を
見
て
存
続
か
廃
止
か
の
判
断
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
南
宗
谷
唯
一
の
教
習
所
、

交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
経
営
努
力
で
存
続
さ
せ
た
い
。

　

昭
和
50
年
建
設
の
施
設
で
あ
り
、
今
年
水

洗
化
し
た
後
、
学
校
側
と
協
議
し
、
今
後
の

改
修
の
方
向
を
見
出
し
た
い
。

質
　
問

●
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

　

教
育
行
政
執
行
方
針
で
は
、
地
域
文
化
の

振
興
と
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

て
い
る
が
、
保
護
、
伝
承
、
活
用
に
努
め
る

と
謳
わ
れ
て
い
る
。
文
化
財
の
中
に
国
の
登

録
有
形
文
化
財
で
あ
る
旧
丹
波
屋
旅
館
も
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

　

第
７
期
中
頓
別
町
総
合
計
画
に
は
「
本
町

の
区
域
内
に
所
在
す
る
文
化
財
の
う
ち
国
又

は
道
の
指
定
す
る
も
の
を
除
き
、
本
町
に
と

っ
て
重
要
な
も
の
の
保
全
及
び
活
用
の
た
め

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
町
民
文
化
の
向
上
に

資
す
る
」
と
あ
る
。
執
行
方
針
は
総
合
計
画

に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

中
頓
別
鍾
乳
洞
は
道
指
定
の
文
化
財
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
多
額
の
町
費
を
投
入
し
て

い
る
。
旧
丹
波
屋
旅
館
も
こ
れ
と
同
様
の
考

え
な
ら
、
平
成
12
年
に
現
所
有
者
と
町
が
交

わ
し
た
保
護
に
関
す
る
確
約
書
も
あ
り
、
総

合
計
画
の
位
置
づ
け
か
ら
見
直
す
べ
き
で
あ

る
。

答
　
弁
　
○
米
屋
教
育
長

　

本
町
に
所
在
す
る
文
化
財
は
、
中
頓
別
鍾

乳
洞
や
旧
丹
波
屋
旅
館
、
ま
た
、
文
化
的
価

値
の
高
い
砂
金
掘
跡
地
や
高
山
植
物
群
生
地

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
保
護
、
保
全
に
つ

い
て
は
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
合
わ
せ
た
対

質
　
問

●
河
川
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
に
頓
別
川
の
水
質
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
結
果
は
基
準
値
に
比
較
し
て
そ

れ
ほ
ど
汚
染
度
は
高
く
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
小
頓
別
周
辺
の
河
川
だ
け

で
あ
っ
た
が
魚
貝
類
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

サ
ケ
の
遡
上
調
査
も
行
っ
て
い
る
が
、
遡
上

が
あ
っ
た
の
か
。

　

今
後
も
年
２
回
程
度
の
水
質
調
査
を
行
う

計
画
に
な
っ
て
い
る
が
、
魚
貝
類
が
な
ぜ
生

息
で
き
な
い
か
、
原
因
に
つ
い
て
も
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

サ
ケ
の
遡
上
調
査
は
昨
年
10
月
か
ら
12
月

ま
で
の
３
か
月
間
で
６
回
の
定
点
調
査
（
一

己
内
川
）
を
実
施
し
、
遡
上
を
確
認
し
て
い

る
。 山 

本 

得 

惠 

議
員

星
川
三
喜
男 

議
員



なかとんべつ町議会だより１８４号 ８

医
療
の
充
実　

⑤
公
共
施
設
の
補
修
整
備
等

が
頭
を
よ
ぎ
る
。

　

し
か
し
、
最
重
点
18
項
目
の
中
に
、
①
昨

年
も
商
店
の
廃
業
や
会
社
の
倒
産
が
あ
り
な

が
ら
対
応
策
も
な
く
、
②
農
業
後
継
者
対
策

は
あ
る
も
の
の
商
業
者
に
対
し
て
は
全
く
な

く
、
町
づ
く
り
の
重
点
と
言
え
る
の
か
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　
総
合
計
画
か
ら
18
項
目
を
最
重
点
と
し
た
。

こ
の
中
で
も
本
年
度
で
緊
急
に
取
り
組
む
べ

き
最
重
点
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
む
考
え

で
あ
る
。

　
町
内
企
業
の
発
展
や
商
業
後
継
者
問
題
は
、

商
工
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

質
　
問

●
公
共
施
設
整
備
の
考
え
方

　

町
有
公
共
施
設
は
み
す
ぼ
ら
し
い
、
こ
ん

な
思
い
の
町
民
は
多
い
。
立
派
な
施
設
を
建

設
し
て
も
そ
の
後
の
維
持
管
理
が
適
切
で
な

け
れ
ば
み
す
ぼ
ら
し
く
な
る
。

　

た
く
さ
ん
あ
る
施
設
で
、
公
共
施
設
整
備

基
金
を
活
用
し
て
整
備
を
急
ぐ
べ
き
施
設
は

ど
れ
か
。
（
病
院
、
郷
土
資
料
館
、
ピ
ン
ネ

シ
リ
温
泉
、
町
民
セ
ン
タ
ー
、
バ
ス
関
連
施

設
等
）

　

今
後
、
各
施
設
に
つ
い
て
、
「
町
有
施
設

整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
年
次
計
画
で
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　
築
後
30
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
施
設
も

多
く
、
修
繕
等
を
行
い
な
が
ら
長
く
利
用
し

て
い
き
た
い
。
施
設
の
所
属
部
署
の
意
向
に

添
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
建
物
全
施
設

の
整
備
計
画
策
定
を
検
討
し
た
い
。

質
　
問

●
こ
の
町
を
標
榜
す
る
言
葉
と
現
状

　

「
福
祉
の
町
」
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」
「
こ

ど
も
の
安
心
・
安
全
」
、
こ
れ
ら
の
標
榜
は

町
の
施
策
と
し
て
効
果
が
あ
っ
た
か
。

　

「
福
祉
の
町
」
で
は
、
今
後
、
現
況
施
設

の
拡
大
や
多
様
な
福
祉
施
設
の
誘
致
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　

「
ス
ポ
ー
ツ
」
で
は
、
下
川
町
、
上
川
町

の
よ
う
な
特
色
あ
る
活
動
が
知
ら
れ
て
い
る
。

当
町
も
か
つ
て
は
柔
剣
道
で
は
道
内
に
誇
れ

る
活
動
実
績
も
あ
っ
た
。
少
子
化
だ
か
ら
こ

そ
焦
点
化
し
た
活
動
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

　

「
こ
ど
も
の
安
心
・
安
全
」
を
継
続
す
る

た
め
に
行
動
す
る
人
々
の
確
保
を
。

答
　
弁
　
○
小
林
保
健
福
祉
課
長

　
福
祉
の
町
と
し
て
、
天
北
厚
生
園
、
養
護

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
を
開
設
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
柱
と
し
て
福
祉
を
位

置
づ
け
、
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
を
道
内
第

一
号
と
し
て
設
置
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
は
高
齢
者
、
障
害
者
だ
け

で
な
く
、
町
民
の
生
活
に
か
か
わ
り
、
福
祉

へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
経
済
を
支
え
る
重

要
な
存
在
で
あ
る
。
今
後
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
改
築
を
重
点
と
し
、
さ
ら
に
多
様

な
福
祉
施
設
の
誘
致
や
施
設
拡
充
を
検
討
す

る
。

答
　
弁
　
○
青
木
教
育
次
長

　
「
生
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
町
」
宣
言

か
ら
25
年
が
経
過
し
、
少
子
高
齢
化
は
健
康

の
維
持
増
進
の
た
め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
化
し
て

き
た
が
、
自
治
会
主
催
の
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
に
根
付
い
て
い
る
と
考
え

る
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
こ
ど
も
の
安
心
・
安
全
な
町
の
取
り
組
み

は
、
こ
ど
も
を
犯
罪
や
交
通
事
故
か
ら
守
る

全
町
民
の
願
い
を
行
動
化
し
た
も
の
で
、
地

域
生
活
安
全
協
会
、
こ
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
や
教
育
関
係
者
か
ら
の
提
言
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
日
々
の
活
動
に
よ
り
、

町
内
の
こ
ど
も
達
が
犯
罪
や
交
通
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
が
一
度
も
発
生
し
て
い
な

い
こ
と
は
大
変
効
果
が
あ
っ
た
。
今
後
も
各

種
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
人
材
確
保
を
支

援
す
る
。

応
と
補
助
金
制
度
の
活
用
や
現
状
の
確
認
、

調
査
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
旧
丹
波
屋
旅
館
は
、
歴
史
上
大
変
古
い
建

物
で
、
外
観
上
も
特
徴
が
あ
り
、
貴
重
な
建

物
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。

今
後
は
、
「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金

」
を
活
用
し
た
支
援
や
、
昨
年
発
足
し
た
「

旧
丹
波
屋
旅
館
保
存
会
」
な
ど
と
、
ど
の
よ

う
な
協
力
・
支
援
が
で
き
る
か
協
議
・
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。
総
合
計
画
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
は
、
検
討
・
精
査
し
た
い
。

質
　
問

●
町
政
執
行
方
針
か
ら

　

今
年
度
の
執
行
方
針
で
は
何
を
重
点
と
さ

れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
町
の
最
重
点
が
18

項
目
も
あ
り
、
予
算
の
裏
付
け
が
な
い
事
業

も
あ
る
。

　

私
は
町
の
緊
急
課
題
と
し
て
、
①
町
内
企

業
の
発
展
推
進　

②
農
業
・
商
業
後
継
者
の

育
成　

③
少
子
高
齢
化
で
の
福
祉
充
実　

④

東
海
林
繁
幸 

議
員



○ 

議
案
第
10
号　

社
会
教
育
委
員
設
置
条
例

　
　
　
　
　
　
　

 

（
全
部
改
正
）

　

社
会
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、
社
会
教
育

委
員
の
委
嘱
の
基
準
等
に
つ
い
て
、
市
町
村

が
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
全
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。
（
３
月
４
日

可
決
）

○ 

議
案
第
11
号　

公
平
委
員
会
設
置
条
例
を

　
　
　
　
　
　
　

 

廃
止
す
る
条
例
（
廃
止
）

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
「
宗
谷
公
平
委

員
会
」
と
し
て
共
同
設
置
す
る
た
め
廃
止
す

る
も
の
で
す
。
併
せ
て
、
関
連
す
る
公
平
委

員
会
委
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
、
職
員
定
数
条
例
、
各
委
員
会
の
委
員

等
の
報
酬
額
及
び
費
用
弁
償
並
び
に
そ
の
支

給
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。
（
３
月
４
日
可
決
）

○ 

議
案
第
12
号　

職
員
給
与
条
例
（
一
部
改

　
　
　
　
　
　
　

 

正
）

　

平
成
25
年
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て
、
45

歳
未
満
の
職
員
の
昇
給
抑
制
の
回
復
を
す
る

も
の
で
す
。
（
３
月
４
日
可
決
）

○ 

議
案
第
13
号　

町
税
条
例
（
一
部
改
正
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
改
正
と
引
用
法

令
の
誤
り
の
改
正
で
す
。
（
３
月
４
日
可
決
）

○ 

議
案
第
14
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例(

一

　
　
　
　
　
　
　

 

部
改
正)

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
基
礎
課
税
額
を
医
療

分
50
万
円
か
ら
51
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支

援
分
13
万
円
か
ら
14
万
円
に
、
介
護
分
10
万

円
か
ら
12
万
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
（

３
月
４
日
可
決
）

なかとんべつ町議会だより１８４号９

○ 

議
案
第
21
号　

自
動
車
学
校
事
業
特
別
会

　
　
　
　
　
　
　

 

計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
４
８

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
３
千
３
４

４
万
円
に
。
教
習
生
の
減
に
よ
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
８
６
９
万
円
追
加
し
て
、

総
額
１
千
３
１
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
３
月
４
日
可
決
）

○ 

議
案
第
22
号　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　
　
　
　
　
　
　

 

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
９
０
５

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
３
億
４
３

８
万
円
に
。
決
算
見
込
み
に
基
づ
く
療
養
給

付
費
、
高
額
療
養
費
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

（
３
月
４
日
可
決
）

○ 
議
案
第
23
号　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　
　
　
　
　
　
　

 

会
計
補
正
予
算

　

病
院
事
業
収
益
で
は
、
入
院
・
外
来
収
益

合
わ
せ
て
１
億
３
千
９
８
７
万
円
を
減
額
。

一
般
会
計
負
担
金
と
し
て
、
１
億
１
千
万
円

を
追
加
。
累
積
欠
損
金
解
消
分
５
０
０
万
円

を
計
上
し
、
収
入
合
計
は
４
億
７
千
９
４
３

万
円
に
。
支
出
で
は
、
医
業
費
用
で
給
与
費

を
中
心
に
２
千
９
９
８
万
円
を
減
額
。
支
出

の
合
計
は
、
４
億
７
千
４
４
３
万
円
に
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
医
療
機
械
等
購
入
費

等
の
減
額
48
万
円
で
支
出
合
計
は
１
千
６
３

２
万
円
に
。
資
本
的
収
入
１
千
92
万
円
と
の

不
足
分
５
４
０
万
円
は
、
当
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
で
補
て
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。
（

３
月
４
日
可
決
）

○ 

議
案
第
24
号　

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　
　
　
　
　
　
　

 

予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
８
千
５
５

５
万
円
に
。
職
員
の
人
件
費
と
工
事
の
完
了

に
よ
る
減
額
で
す
（
３
月
４
日
可
決
）

○ 

議
案
第
25
号　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

　
　
　
　
　
　
　

 

正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
37
万
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
９
千
４
１
４
万
円

に
。
機
器
修
繕
費
の
追
加
で
す
。
（
３
月
４

日
可
決
）

○ 

議
案
第
26
号　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

 

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
７
１
万

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
２
億
１
千
２

９
０
万
円
に
。
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
増
等
に
よ
り
追
加
す
る
も
の
で
す
。
（
３

月
４
日
可
決
）

○ 

同
意
第
１
号　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　

 

会
委
員
の
選
任
の
同
意

　

小
野
洋
一
氏
の
再
任
に
同
意
し
た
も
の
で

す
。
（
３
月
４
日
同
意
）

○ 

議
案
第
９
号　

保
健
福
祉
審
議
会
設
置
条

　
　
　
　
　
　
　

 

例(

制
定)

　

保
健
及
び
福
祉
の
分
野
に
お
け
る
政
策
の

立
案
、
必
要
な
計
画
の
策
定
、
介
護
保
険
事

業
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど

に
つ
い
て
調
査
、
審
議
を
行
う
た
め
、
町
長

の
附
属
機
関
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
す
。

（
３
月
４
日
可
決
）

○ 

議
案
第
20
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
億
９
千

７
８
６
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
36

億
７
８
８
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
決
算
見
込
に
基
づ
く
不
用
額

の
減
額
の
ほ
か
、
国
保
病
院
に
対
す
る
繰
出

金
１
億
１
千
万
円
を
追
加
し
て
、
総
額
２
億

２
千
４
２
４
万
円
に
。
特
別
会
計
繰
出
金
で

は
１
千
５
３
７
万
円
を
追
加
し
て
、
総
額
１

億
６
千
６
０
１
万
円
に
。
基
金
費
で
は
、
財

政
調
整
基
金
に
２
億
円
、
長
寿
園
施
設
改
修

拡
張
事
業
基
金
に
２
億
円
、
公
共
施
設
整
備

等
基
金
に
１
億
円
が
そ
れ
ぞ
れ
追
加
さ
れ
、

総
額
６
億
２
３
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
（

３
月
４
日
可
決
）

議決審議のあらまし
　第１回定例会では、各会計新年度予算など３０
議案が審議されました。
　平成２６年度各会計予算は、予算審査特別委員
会に付託して審査され、全会計原案どおり可決さ
れました。
　平成２５年度各会計補正予算とその他の条例改
正案等は本会議で審議され、すべて原案どおり可
決されました。



○ 

発
議
第
１
号　

住
民
の
安
全
・
安
心
を
支

　
　
　
　
　
　
　

 

え
る
「
国
の
出
先
機
関
」

　
　
　
　
　
　
　

 

の
拡
充
を
求
め
、
「
公
務

　
　
　
　
　
　
　

 

の
民
営
化
・
独
立
行
政
法

　
　
　
　
　
　
　

 

人
化
・
業
務
委
託
化
」
に

　
　
　
　
　
　
　

 

反
対
す
る
意
見
書

　

現
在
国
が
行
っ
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
必
要
な
人
員
を
確
保
し
、
民
営
化
、

独
立
行
政
法
人
化
、
業
務
委
託
化
を
行
わ
な

い
こ
と
を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。
（
３
月

11
日
可
決
）

○ 

発
議
第
２
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易

　
　
　
　
　
　
　

 

交
渉
に
係
る
意
見
書

　

４
月
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
来
日
に
向
け
て
、

米
国
か
ら
衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
に

お
け
る
決
議
を
逸
脱
し
た
譲
歩
を
強
く
迫
ら

れ
か
ね
ず
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
決
議
が
遵
守
で

き
な
い
場
合
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
脱
退
す
る

こ
と
、
す
べ
て
の
国
際
貿
易
交
渉
に
お
け
る

重
要
品
目
等
の
関
税
を
維
持
す
る
こ
と
な
ど

を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。
（
３
月
11
日
可

決
）

○ 

請
願
第
１
号　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
国
際
貿
易

　
　
　
　
　
　
　

 

交
渉
に
係
る
請
願

　

発
議
第
２
号
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
意
見

書
と
同
一
趣
旨
で
あ
る
た
め
、
採
択
さ
れ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。
（
３
月
11
日
可

決
）

○ 

議
案
第
15
号　

新
規
就
農
者
誘
致
特
別
措 

　
　
　
　
　
　
　

 

置
条
例(

一
部
改
正)

　

新
た
に
農
業
経
営
を
営
む
も
の
に
対
し
、

本
町
独
自
の
支
援
策
と
し
て
交
付
す
る
経
営

自
立
安
定
補
助
金
に
、
国
の
貸
付
資
金
で
あ

る
就
農
資
金
制
度
の
う
ち
、
就
農
施
設
等
資

金
の
借
入
金
を
交
付
対
象
と
し
て
追
加
し
、

新
規
就
農
者
の
資
金
対
応
の
選
択
肢
を
広
げ
、

就
農
者
の
経
営
の
早
期
安
定
化
と
新
規
就
農

者
の
誘
致
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。
（
３
月

４
日
可
決
）

○ 

議
案
第
16
号　

水
道
事
業
条
例
（
一
部
改

　
　
　
　
　
　
　

 

正
）

　

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
の
変
更
に
伴

い
、
給
水
装
置
工
事
の
工
事
費
の
算
出
方
法

及
び
予
納
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
３
月
４
日
可
決
）

○ 

議
案
第
17
号　

町
道
路
線
の
廃
止

　

町
道
敏
音
知
原
野
線
の
廃
止
（
３
月
４
日

可
決
）

○ 

議
案
第
18
号　

町
道
路
線
の
認
定

　

町
道
敏
音
知
原
野
線
の
認
定
（
３
月
４
日

可
決
）

○ 

議
案
第
19
号　

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

　
　
　
　
　
　
　

 

手
当
組
合
規
約
の
一
部
変

　
　
　
　
　
　
　

 

更
の
協
議

　

構
成
団
体
の
解
散
脱
退
に
伴
う
規
約
の
変

更
で
す
。
（
３
月
４
日
可
決
）

なかとんべつ町議会だより１８４号 10

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから  議会  へ進みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

　

第
１
回
定
例
会
で
平
成
26
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
予
算
に
沿
っ
て
、
任
期
最
後
の
行
政
が
執
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
消
費
税
率
が
上
が
り
、
庶
民
は
生
活
防
衛
に

必
死
で
す
が
、
年
金
生
活
者
が
多
い
本
町
は
と
く
に
影
響

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
消
費
税
増
税
を
理
由
と
し
た
上

・
下
水
道
使
用
料
、
病
院
使
用
料
な
ど
の
引
き
上
げ
条
例

案
は
、
２
月
臨
時
会
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
行
財
政
改
革

で
過
去
に
幾
度
と
な
く
料
金
改
定
を
行
っ
て
き
た
本
町
の

公
共
料
金
は
、
い
つ
の
間
に
か
管
内
陸
地
町
村
で
一
番
高

額
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
使
用
に
事
欠

く
町
民
が
出
る
不
幸
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
様
が
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
新
年
度
予

算
に
景
気
浮
揚
や
生
活
防
衛
に
つ
な
が
る
明
確
な
予
算
計

上
が
な
い
以
上
、
議
会
の
選
択
は
適
切
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

税
収
や
地
方
交
付
税
が
先
細
り
す
る
中
で
町
の
将
来
像

を
描
く
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
施
設
、
自
動

車
学
校
、
温
泉
な
ど
、
老
朽
化
し
た
施
設
改
修
に
か
か
る

費
用
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
一
見
、
町
財

政
は
健
全
化
し
た
か
に
見
え
ま
す
が
、
公
共
料
金
の
引
き

上
げ
や
職
員
人
件
費
抑
制
の
結
果
で
あ
り
、
施
設
改
修
の

先
延
ば
し
に
よ
る
「
見
え
な
い
負
債
」
も
増
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
が
絵
に
描
い
た
餅
で
終
わ
ら
な
い
か
危
惧
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人　

星
川
三
喜
男
）

『
任
期
も
あ
と
一
年
で
す
』

議
員
だ
よ
り

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り

や
議
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

〜
私
の
思
い
〜
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平成２６年度　８会計予算成立
～総額４０億４千８６２万円～

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
平
成
26

年
度
各
会
計
８
予
算
案
は
、
３
月
10
日

に
上
程
さ
れ
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る

「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
（
山
本
得

惠
委
員
長
）
に
付
託
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
３
月
10
日
、
11

日
に
審
査
を
行
い
、
原
案
可
決
。

　

11
日
、
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で
山
本

委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

委
員
長
報
告
ど
お
り
原
案
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平成26年度予算編成内容
　全会計の予算額は、40億4,862万円となり、対前年度比で8,334万円（2.0％）の減額となっていま
す。このうち、一般会計は、前年度との比較で１億5,654万円（5.4％）の減額であります。
　減額の要因は、歳入では、歳入の60％を超える地方交付税が地方財政計画で減額が見込まれている
ことから前年度比9,602万円（5.0％）の減、国庫支出金では、前年度実施した水槽付き消防ポンプ車
更新や地上デジタル放送共聴アンテナ改修工事の完了に伴い前年度比6,241万円（29.6％）の減、町債
では、新規事業として消防デジタル無線整備事業の計上に伴い前年度比850万円（4.4％）増となった
ものです。
　歳出では、人件費で、退職手当組合負担金精算額の減少に伴い前年度比1,342万円（2.7％）減、物
件費では、戸籍データセットアップ委託料、給食センターの食器洗浄器購入により918万円の増、補助
費では、戸籍電算共同利用負担金の増がありますが、南天北地区国営草地開発事業償還金の完了により
前年度比1,938万円（19.3％）の減となっています。普通建設事業においては、新規事業として町道2
条通り線交付金事業5,000万円を計上しています。公債費については、前年度比１億5,555万円（21.0
％）減の５億8,673万円を計上しています。
　財政健全化に努力した結果、収入に占める公債費が大幅に減少しましたが、収入の多くを占める地方
交付税については依然不透明な部分が多く、財源確保に苦慮する事態が予想されます。予算執行にあた
っては、行政サービスを低下させることなく効率の追求を求めながら収支均衡を実現することが求めら
れています。

予算審査特別委員会（山本委員長）

 ■各会計予算の状況  （単位：万円） 
比   較 年 度 別 

会 計 別 
２６年度 
予算額 

２５年度 
予算額 金 額 率％ 

一 般 会 計 27 億 4,520 29 億 173 ▲1 億 5,653 ▲5.4
自 動 車 学 校 事 業 特 別 会 計 4,278 3,251 1,027 31.6
国民健康保険事業特別会計 2 億 8,717 2 億 9,808 ▲1,091 ▲3.7

収 益 的 収 支 5 億 2,163 4 億 8,139 4,024 8.4国民健康保険

病院事業会計 資 本 的 支 出 2,562 1,680 882 52.5
水 道 事 業 特 別 会 計 7,922 7,707 215 2.8
下 水 道 事 業 特 別 会 計 9,455 9,377 78 0.8
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 2 億 2,137 2 億 228 1,909 9.4
後期高齢者医療事業特別会計 3,108 2,833 275 9.7

合     計 40 億 4,862 41 億 3,196 ▲8,334 ▲2.0
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予算計上された主な臨時事業 （単位：万円） 

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容 

市街地照明灯ＬＥＤ化推進事業 1,267 町内防犯灯ＬＥＤ化 95基 

 入購品備災防、託委正修プッマドーザハ431 業事策対災防

総 務 費 

 入購器機辺周用利同共993,3 業事用利同共化算電籍戸

特別養護老人ホーム施設整備助成事業 1,000 特別養護老人ホーム施設整備助成金 民 生 費 

ディサービスセンター設備改修事業 764 ディサービスセンター設備改修工事 

 料託委査調質地、計設設施理処滓残506 業事策対獣鳥害有

林道事業（森林管理道弥生線開設事業） 3,000 林道開設 960ｍ 幅員 4.0ｍ 

農林水産業費 

林業専用道事業（松音知 2 号線他１事業） 3,771 作業道 1,912ｍ 幅員 3.5ｍ 

町道 10丁目線整備事業（交付金工事含） 4,300 延長 170ｍ 幅員 5.5ｍ、歩道、照明灯 土 木 費 

町道２条通り線整備事業（交付金工事含） 5,000 延長 130ｍ 幅員 5.5ｍ、歩道、照明灯 

 台１）車動駆輪４型VR（車令指防消745 業事入購車令指防消

消防救急デジタル無線整備事業 3,655 消防救急デジタル無線システム導入 

消 防 費 

 基１）地団進促住定下宮（設新栓火消89 業事設新栓火消

 他戸３スバトッニユ宅住員職教663 業事理管宅住員職教教 育 費 

  他入購器浄洗器食439 業事食給校学

 事工備設械機、備設気電、体主築建791,1 業事化洗水校学車動自 校学車動自

病 院 事 業 医療機械器具等整備事業 1,499 電子内視鏡、尿検査分析装置購入他 

■一般会計 
歳 入                   （単位：万円） 

款 26 年度 25 年度 比較 増減％ 
町 税 14,921 15,120 ▲199 ▲1.3 
地 方 譲 与 税 5,460 6,000 ▲540 ▲9.0 
地 方 交 付 税 181,178 190,781 ▲9,603 ▲5.0 
使用料 手数 料 10,412 9,653 759 7.9 
国 庫 支 出 金 14,829 21,070 ▲6,241 ▲29.6 
道 支 出 金 15,698 16,008 ▲310 ▲1.9 
財 産 収 入 844 855 ▲11 ▲1.3 
繰 入 金 2,277 3,409 ▲1,132 ▲33.2 
諸 収 入 3,023 3,336 ▲313 ▲9.4 
町 債 20,094 19,243 851 4.4 
そ の 他 5,784 4,698 1,086 23.1 
合   計  274,520 290,173 ▲15,653 ▲5.4 

歳 出 （単位：万円） 

款 26 年度 25 年度 比較 増減％ 
議 会 費 4,577 4,579 ▲2  
総 務 費 52,606 52,958 ▲352 ▲0.7 
民 生 費 39,124 34,543 4,581 13.3 
衛 生 費 28,116 28,457 ▲341 ▲1.2 
労 働 費 347 538 ▲191 ▲35.5 
農林水産業費 17,046 19,338 ▲2,292 ▲11.9 
商 工 費 6,289 6,171 118 1.9 
土 木 費 16,193 18,188 ▲1,995 ▲11.0 
消 防 費 16,681 18,568 ▲1,887 ▲10.2 
教 育 費 17,561 16,571 990 6.0 
公 債 費 58,673 74,228 ▲15,555 ▲21.0 
諸 支 出 金 17,256 15,983 1,273 8.0 
そ の 他 51 51 0  
合   計 274,520 290,173 ▲15,653 ▲5.4 
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広
報
紙
が
、
工
夫
の
な
い
紙
面
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
発
行
日
が
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
委
員
）

　

町
民
が
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

情
報
を
お
届
け
す
る
よ
う
、
ま
た
、

期
日
厳
守
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
和
田
総
務
課
長
）

　

税
務
総
務
費
で
預
貯
金
調
査
手
数

料
１
万
円
の
調
査
内
容
、
支
払
先
は

ど
こ
か
。　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

　

差
し
押
さ
え
を
行
う
場
合
、
金
融

機
関
に
対
し
て
対
象
者
の
預
貯
金
の

有
無
を
調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
和
田
総
務
課
長
）

　

職
員
手
当
で
住
居
手
当
が
国
と
異

な
っ
て
い
る
が
、
国
の
制
度
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。　

（
本
多
委
員
）

　

持
家
月
額
１
万
円
（
10
年
間
の
み
）

が
本
町
独
自
の
制
度
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
和
田
総
務
課
長
）

　

集
落
支
援
事
業
で
、
高
齢
、
年
金

生
活
者
と
い
え
ど
も
個
人
負
担
を
し

て
除
雪
を
依
頼
し
て
い
る
方
も
い
る

中
で
、
同
等
の
家
庭
を
支
援
員
が
除

雪
し
て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。

公
平
性
を
保
つ
た
め
の
基
準
を
設
け

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

主な質疑＆答弁
予算審査特別委員会

問答問答問答問

問問 答 問答 問答 答

問答 問答 問答 答

問答 問答 問答 　

感
染
症
予
防
事
業
、
予
防
接
種
事

業
の
取
り
組
み
を
伺
う
。
エ
キ
ノ
コ

ッ
ク
ス
対
策
で
キ
ツ
ネ
の
捕
獲
を
実

施
し
て
い
る
の
か
。
（
柳
澤
委
員
）

　

感
染
症
予
防
事
業
は
、
広
報
等
で

受
診
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
定
期
の

予
防
接
種
は
対
象
者
に
個
別
案
内
を

行
っ
て
お
り
接
種
率
は
高
い
。
子
宮

頸
が
ん
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
積

極
的
な
勧
奨
は
行
っ
て
い
な
い
。
キ

ツ
ネ
は
検
体
検
査
の
た
め
毎
年
１
頭

捕
獲
し
て
い
る
。

　
　
　
　

（
小
林
保
健
福
祉
課
長
）

　

病
院
費
の
定
住
自
立
圏
負
担
金
の

基
礎
は
何
か
。　

（
東
海
林
委
員
）

　

人
口
割
と
名
寄
市
立
総
合
病
院
、

市
立
士
別
総
合
病
院
の
利
用
実
績
に

基
づ
き
算
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　

（
小
林
保
健
福
祉
課
長
）

　

健
康
増
進
費
で
柔
道
整
復
士
賃
金
、

理
学
療
法
士
派
遣
負
担
金
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
関
連
性
と
４
月
か
ら

の
体
制
は
。　
　
　

（
本
多
委
員
）

　

高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
週
２

回
の
う
ち
１
回
は
保
健
師
、
１
回
は

柔
道
整
復
士
が
対
応
し
て
い
る
。

　

理
学
療
法
士
は
月
１
回
の
派
遣
を

受
け
て
い
る
が
、
12
回
の
う
ち
４
回

は
理
学
療
法
士
、
８
回
は
作
業
療
法

士
の
派
遣
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

（
小
林
保
健
福
祉
課
長
）

○
一
般
会
計

■
総
務
費

歳
出

　

保
健
福
祉
課
と
情
報
交
換
を
し
、

地
域
の
状
況
、
要
望
を
踏
ま
え
て
対

応
し
た
い
。

　

（
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

当
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
修
正

業
務
を
町
外
の
企
業
に
委
託
す
る
の

は
お
か
し
い
。　
　

（
柳
澤
委
員
）

　

著
作
権
の
問
題
が
あ
り
、
委
託
に

よ
り
修
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
和
田
総
務
課
長
）

　

移
住
・
定
住
促
進
事
業
の
実
績
は

評
価
す
る
が
、
利
用
者
、
移
住
者
に
、

何
を
魅
力
と
感
じ
た
の
か
、
改
善
点

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
今
後
の
事
業
拡

大
に
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

　

利
用
者
と
懇
談
の
機
会
を
持
っ
て

お
り
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
東
京
、

大
阪
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
活
用
し
て
い

る
。（
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

高
齢
者
事
業
団
運
営
補
助
金
50
万

円
の
目
的
と
開
拓
員
活
動
事
業
の
内

容
は
。　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

　

開
拓
員
と
し
て
事
業
を
受
け
て
、

高
齢
者
に
就
労
機
会
を
提
供
す
る
業

務
を
担
っ
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
の
人
件
費
、
事
務
費
で
あ
る
。

　
　
　
　

（
小
林
保
健
福
祉
課
長
）

　

高
齢
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
給

付
の
対
象
年
齢
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

整
合
性
を
持
た
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

　

指
摘
を
含
め
て
今
後
検
証
し
て
い

き
た
い
。
（
小
林
保
健
福
祉
課
長
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
、
患
者

輸
送
業
務
委
託
料
な
ど
の
金
額
の
積

算
根
拠
が
わ
か
ら
な
い
。
資
料
の
提

出
を
求
め
た
い
。
（
東
海
林
委
員
）

　

改
め
て
資
料
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　

（
小
林
保
健
福
祉
課
長
）

　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受

け
ら
れ
な
い
方
に
対
す
る
制
度
周
知

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

　

後
期
高
齢
者
に
は
保
険
証
と
限
度

額
適
用
認
定
証
を
同
時
交
付
し
て
い

る
が
、
国
保
に
つ
い
て
は
シ
ス
テ
ム

上
の
問
題
で
、
本
人
の
申
請
に
基
づ

き
交
付
し
て
い
る
。
改
め
て
制
度
周

知
を
図
り
た
い
。

　
　
　
　

（
小
林
保
健
福
祉
課
長
）

　

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談

員
、
成
年
後
見
人
の
活
動
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

　

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談

員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
名
委
嘱
し
て
い

る
。
相
談
実
績
は
な
い
が
、
年
１
、

２
回
研
修
を
受
け
て
相
談
に
対
応
す

る
。

　

成
年
後
見
人
は
平
成
25
年
度
か
ら

３
名
が
活
動
し
て
い
る
。
報
酬
は
被

後
見
人
負
担
が
原
則
で
あ
る
が
、
低

所
得
者
に
配
慮
し
、
町
が
報
償
費
と

し
て
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

（
小
林
保
健
福
祉
課
長
）

■
衛
生
費

■
民
生
費
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
開
業
が
予

定
よ
り
遅
れ
て
７
月
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
計
画
的
に
事

業
を
早
め
て
も
ら
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　

計
画
よ
り
一
か
月
程
度
遅
れ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
、
ス
ム

ー
ズ
な
事
業
展
開
に
努
力
し
た
い
。

　
　
　

（
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
数
を
５
０
０
頭
と
し

て
い
る
が
そ
の
根
拠
は
。

　

森
林
資
源
の
循
環
的
利
用
、
林
業
経
営

の
安
定
化
、
建
設
会
社
の
衰
退
を
防
ぐ
た

め
に
も
新
規
林
道
の
開
設
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
は
。　

（
細
谷
委
員
）

　

捕
獲
数
は
、
国
に
提
出
し
て
い
る
有
害

鳥
獣
被
害
対
策
防
止
計
画
の
中
で
、
目
指

す
捕
獲
頭
数
を
狩
猟
者
と
協
議
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

林
道
開
設
計
画
は
、
今
後
、
林
道
調
査

を
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　

（
平
中
産
業
建
設
課
主
幹
）

　

農
業
体
験
交
流
施
設
で
特
産
品
の
試
作

を
し
た
が
、
そ
の
後
頓
挫
し
て
い
る
と
聞

く
。
課
題
を
克
服
し
、
完
成
を
目
指
す
姿

勢
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

給
食
を
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
農
産

物
の
栽
培
を
天
北
厚
生
園
だ
け
で
な
く
、

一
般
に
も
広
げ
て
い
く
と
き
に
、
種
芋
な

ど
の
資
材
費
を
十
分
確
保
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

問答問答問

　

町
営
牧
場
の
草
地
更
新
に
、
循
環
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
で
生
産
し
た
完
熟
堆
肥
を

率
先
し
て
使
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

　

か
ぼ
ち
ゃ
プ
リ
ン
、
菊
芋
プ
リ
ン
、
漬

物
な
ど
試
作
し
た
が
製
品
化
に
至
っ
て
い

な
い
。
課
題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
今
年
度
は
指
定
管
理
者
が
食
用

ほ
お
ず
き
の
栽
培
を
検
討
し
て
い
る
。

　

給
食
を
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
材
費

は
、
十
分
と
は
言
え
な
い
が
協
議
会
の
予

算
で
確
保
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

（
平
中
産
業
建
設
課
主
幹
）

　

町
営
牧
場
草
地
更
新
は
、
長
く
利
用
で

き
る
よ
う
効
果
的
な
資
材
の
投
入
を
検
討

し
た
い
。　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

商
工
会
が
考
え
て
い
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
ポ
イ
ン
ト
制

度
、
買
い
物
支
援
等
、
今
後
、
支
援
の
要

望
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
宮
崎
委
員
）

　

内
容
を
精
査
し
て
経
費
が
発
生
す
れ
ば

補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
。

　
　
　

（
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

予
防
接
種
補
助
金
で
風
疹
抗
体
価
検
査

補
助
金
の
対
象
者
と
、
人
数
が
10
人
と
な

っ
て
い
る
が
、
制
限
す
べ
き
で
な
い
と
思

う
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

答答問問 答

　

過
去
の
一
定
期
間
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、
今
後
、
妊
娠
さ

れ
る
方
、
そ
の
配
偶
者
、
接
種
を
受
け
た

が
抗
体
価
が
上
が
っ
て
い
な
い
方
な
ど
の

ワ
ク
チ
ン
確
保
の
た
め
の
検
査
で
あ
り
、

人
数
の
想
定
が
難
し
い
た
め
一
応
10
人
と

し
て
い
る
が
、
何
人
で
も
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
小
林
保
健
福
祉
課
長
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

　

職
員
が
１
名
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
経

営
に
影
響
は
な
い
か
。　

（
柳
澤
委
員
）

　

新
規
に
指
導
員
を
養
成
す
る
こ
と
で
募

集
し
た
い
。　

（
大
川
自
動
車
学
校
長
）

　

高
速
道
路
四
輪
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
賃
借
料

が
新
規
計
上
さ
れ
て
い
る
が
ど
の
様
な
内

容
か
。
収
入
で
普
通
車
教
習
生
83
名
、
大

型
特
殊
教
習
生
26
名
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

平
成
25
年
度
、
現
在
ま
で
の
教
習
生
は
何

人
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
委
員
）

　

高
速
道
路
四
輪
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
は
、
昭

和
51
年
自
動
車
学
校
開
設
時
に
導
入
し
た

も
の
で
使
用
不
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
更

新
す
る
。
生
徒
数
は
、
２
月
末
で
普
通
車

教
習
生
60
名
、
大
型
特
殊
教
習
生
22
名
で

あ
る
。　
　
　

（
大
川
自
動
車
学
校
長
）

　

今
年
度
、
水
洗
化
工
事
を
実
施
す
る
が
、

今
後
の
整
備
計
画
は
。
（
東
海
林
委
員
）

　

床
の
傷
み
が
著
し
い
な
ど
、
施
設
全
体

が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
見
積
り
を
行

い
な
が
ら
徐
々
に
整
備
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
大
川
自
動
車
学
校
長
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

答問答問答問答

　

下
水
道
の
普
及
率
と
、
平
成
25
年
度
に

お
い
て
下
水
道
に
切
り
替
え
た
件
数
は
何

件
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

　

普
及
率
は
平
成
24
年
度
実
績
で
人
口
割

87
・
７
％
、
戸
数
割
84
・
９
％
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
、
下
水
道
に
切
り
替
え
た

件
数
は
13
件
23
戸
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
長
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

　

平
成
26
年
度
は
保
険
料
の
見
直
し
の
年

で
あ
る
が
、
均
等
割
、
所
得
割
、
軽
減
措

置
の
見
通
し
を
伺
う
。　

（
本
多
委
員
）

　

平
成
26
年
、
27
年
に
お
け
る
保
険
料
は
、

均
等
割
額
一
人
当
た
り
現
行
４
万
７
千
７

０
９
円
が
５
万
１
千
４
７
２
円
に
、
所
得

割
率
現
行
10
・
61
％
が
10
・
52
％
に
、
軽

減
割
合
は
変
更
な
い
。

　
　
　
　
　

（
吉
田
保
健
福
祉
課
参
事
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

問答問答

○
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

■
農
林
水
産
費

■
労
働
費

■
商
工
費

○
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

○
水
道
事
業
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

■
総
務
費

歳
出
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第２回臨時会の結果 （３月28日）第２回臨時会の結果 （３月28日）第２回臨時会の結果 （３月28日）

　

平
成
26
年
３
月
28
日
に
開
か
れ
た
第
２
回
臨
時
会
で

は
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
４
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
35
号　

農
業
委
員
会
委
員
定
数
条
例
（
一
部

　
　
　
　
　
　
　

改
正
）

　
　

高
齢
化
・
後
継
者
不
在
等
に
よ
る
農
業
経
営
者
数

　

の
減
少
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
を
現
行

　

７
名
か
ら
５
名
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
　

改
正
後
の
委
員
定
数
は
本
年
７
月
に
執
行
予
定
の

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

議
案
第
36
号　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

　
　
　
　
　
　
　

の
変
更

　

議
案
第
37
号　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

　
　
　
　
　
　
　

償
等
組
合
規
約
の
変
更

　
　

議
案
第
36
号
、
第
37
号
は
、
加
入
・
脱
退
に
よ
る

　

構
成
団
体
の
変
更
で
す
。

　

議
案
第
38
号　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
75
万
円
を
追
加
し
、

　

予
算
の
総
額
は
36
億
８
６
２
万
円
に
。

　
　

歳
出
で
は
、
２
月
７
日
の
第
１
回
臨
時
会
で
議
決

　

さ
れ
た
小
頓
別
地
区
テ
レ
ビ
無
線
共
聴
施
設
整
備
工

　

事
２
千
７
２
９
万
円
に
75
万
円
を
追
加
（
企
画
費
）

　

す
る
と
と
も
に
、
国
の
補
助
決
定
が
遅
れ
た
こ
と
に

　

よ
り
、
年
度
内
に
工
事
完
成
、
支
出
を
終
え
る
こ
と

　

が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
繰
越
明
許
費
の
議
決
を
し
、

　

予
算
を
平
成
26
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
も
の

　

で
す
。

※
 

○ 

は
可
決

第１回臨時会の結果 （２月６日～７日）第１回臨時会の結果 （２月６日～７日）第１回臨時会の結果 （２月６日～７日）

　

平
成
26
年
２
月
６
日
、
７
日
に
開
か
れ
た
第
１
回
臨
時
会

で
は
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
８
議
案
の
う
ち
、
議
案
第
１

号
か
ら
議
案
第
７
号
に
つ
い
て
は
、
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常

任
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号　

自
動
車
学
校
運
営
に
関
す
る
条
例
（
一
部

　
　
　
　
　
　
　

改
正
）

　
　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
に
よ

　

り
、
入
校
料
、
授
業
料
等
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
２
号　

Ｊ
Ｒ
天
北
線
転
換
促
進
関
連
施
設
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　

及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

議
案
第
３
号　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
設
置
及
び
管
理
等
に

　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

議
案
第
４
号　

山
村
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

　
　
　
　
　
　
　

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

議
案
第
５
号　

公
共
下
水
道
条
例
（
一
部
改
正
）

　

議
案
第
６
号　

水
道
事
業
条
例
（
一
部
改
正
）

　

議
案
第
７
号　

国
民
健
康
保
険
病
院
使
用
料
等
条
例
（
一

　
　
　
　
　
　
　

部
改
正
）

　
　

議
案
第
２
号
か
ら
議
案
第
７
号
は
、
消
費
税
率
の
引
き

　

上
げ
に
伴
い
、
使
用
料
等
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
８
号　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
千
７
２
９
万

　

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
30
億
１
千
２
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
小
頓
別
地
区
テ
レ
ビ
無
線
共
聴
施
設
整
備
工

　

事
２
千
７
２
９
万
円
（
企
画
費
）
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

※
 

○ 

は
可
決
　
　×

 

は
否
決

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
月
６
日
）

　
　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

　

（
星
川
三
喜
男
委
員
長
）
で
は
、
審

　

査
を
付
託
さ
れ
た
議
案
第
１
号
か
ら

　

第
７
号
に
つ
い
て
審
査
の
結
果
、
次

　

の
意
見
を
付
し
て
、
議
案
第
２
号
に

　

つ
い
て
は
全
会
一
致
、
議
案
第
１
号
、

　

議
案
第
３
号
か
ら
議
案
第
７
号
に
つ

　

い
て
は
、
原
案
に
賛
成
４
、
反
対
３

　

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
意
見

　
　

消
費
税
課
税
前
の
現
行
使
用
料
・

　

手
数
料
が
適
正
な
額
で
あ
る
か
ど
う

　

か
、
早
急
に
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

本
会
議
（
２
月
７
日
）

　
　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

　

の
審
査
結
果
報
告
を
受
け
て
開
催
さ

　

れ
た
本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

　

議
案
第
２
号
、
議
案
第
８
号
は
、
全

　

会
一
致
で
可
決
。

　
　

議
案
第
１
号
、
議
案
第
３
号
か
ら

　

議
案
第
７
号
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

　

料
金
が
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
と
の

　

理
由
で
町
民
、
利
用
者
に
負
担
を
お

　

願
い
し
て
、
管
内
的
に
も
高
い
額
と

　

な
っ
て
い
る
。

　
　

財
政
状
況
が
改
善
し
た
現
在
、
使

　

用
料
・
手
数
料
が
適
正
な
額
で
あ
る

　

か
ど
う
か
を
早
急
に
検
証
し
て
か
ら

　

消
費
税
分
を
上
乗
せ
す
べ
き
と
の
意

　

見
が
多
数
を
占
め
、
原
案
に
賛
成
３
、

　

反
対
４
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。



21日　宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
25日　北緯45度しばれまつり
29日　議会運営委員会

４日　第１回定例会
９日　第１回定例会（サンデー議会）
　　　議会運営委員会
10日　第1回定例会
10日～11日
　　　予算審査特別委員会（付託審査）
11日　第１回定例会
13日　中頓別中学校卒業式
16日　中頓別小学校卒業式
28日　こども館卒園式
　　　第２回臨時会

議会の動き
26年１月

６日　議会運営委員会
　　　第１回臨時会
　　　いきいきふるさと常任委員会（付託審査）
７日　第１回臨時会
８日　認定こども園生活発表会
15日　武部代議士・吉田道議・三好道議を囲
　　　む新春の集い（稚内市）
16日　町民スノーフェスティバル
21日　議会運営委員会
26日　議会運営委員会

２月

３月

１日　自治記念式
２日　こども館入館式
７日　中頓別中学校入学式
８日　中頓別小学校入学式
　　　教育関係者歓迎会
11日　議会広報編集特別委員会
17日　議会広報編集特別委員会

４月
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編
　
集
　
後
　
記

　

新
入
生
、
新
社
会
人
の
み
な
さ
ん
、
新

し
い
生
活
に
も
少
し
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　

「
新
」
は
付
か
な
く
て
も
春
は
何
か
と

リ
セ
ッ
ト
し
て
、
こ
れ
か
ら
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
議
会
の
目
玉
は
新
年
度
予
算
で
す
。

中
頓
別
町
の
全
会
計
予
算
は
40
億
４
千
９

０
０
万
円
。
町
民
一
人
当
た
り
お
よ
そ
２

０
０
万
円
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

財
政
厳
し
い
中
、
平
成
25
年
度
補
正
予

算
で
は
、
基
金
に
６
億
円
が
積
み
立
て
ら

れ
ま
す
。
予
算
総
額
の
10
％
以
上
で
す
。

中
で
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
改
修
基

金
に
は
２
億
円
を
積
み
立
て
、
基
金
総
額

は
４
億
７
千
万
円
に
な
る
予
定
で
す
。
待

望
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
改
修
は
平

成
27
・
28
年
度
の
実
施
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

安
心
・
安
全
で
快
適
な
施
設
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
本
）

３月11日、甚大な被害をもたらした東日本大震災から３年、
開会前に全員で犠牲者に対し1分間の黙祷を捧げました。

                 

                 

                 
１年間の働きぶりにあなたの採点は？ 

議員の活動実績と一般質問回数 
  （平成２５年４月～平成２６年３月） 

定例会・臨時会 各種委員会 会議名 

 

議員名 
出席義

務日数

出席日

数 

出席義

務日数 

出席 

日数 

一般

質問

回数

宮 崎 泰 宗 １３ １３ １６ １６ ４ 

細 谷 久 雄 １３ １３ ２９ ２９ ４ 

本多夕紀江 １３ １３ １６ １６ ４ 

東海林繁幸 １３ １３ ２１ ２１ ４ 

星川三喜男 １３ １３ ２１ ２１ ４ 

山 本 得 惠 １３ １２ ８ ８ ２ 

柳 澤 雅 宏 １３ １３ ２１ ２１ ４ 

村 山 義 明 １３ １３ ２１ ２１ - 

（注１）議員名は議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長） 

（注２）各種委員会は、常任委員会、議会運営委員会、議会広報編集

特別委員会、決算審査特別委員会、予算審査特別委員会等を

指します。 

（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。 

（注４）一部事務組合議会議員（本多議員、宮崎議員、山本議員、細

谷議員）の日数は含まれていません。 


